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2017 年 7 月 

連合駿台会からの指定寄付金に基づく連合駿台会学術振興基金をもって「連
合駿台会学術賞」・「連合駿台会学術奨励賞」を次のとおり募集することになり
ましたので，該当する候補者を御推薦くださるよう御案内致します。 
「連合駿台会学術賞」は，学術研究上の特に優れた成果に対して，「連合駿台
会学術奨励賞」は，学術研究上の優れた成果に対して，授与されるものです。 

  
 

第２４回「連合駿台会学術賞・連合駿台会学術奨励賞」 
の募集について（案内） 

 
 
 
１ 推薦資格       本大学教職員（名誉教授を含む。）・役員・校友 

※ 在職 10 年未満の研究者，女性研究者，外国籍研究者 
については，自薦も可能となりました！ 

２ 応募・受賞資格 本大学の専任教授，専任准教授，専任講師，助教，助手，
特任教員及び客員教員（特別招聘教授を除く。） 

複数回応募可。（過去受賞者を除く。） 
 

★ 若手研究者支援の観点から，本学在職１０年未満の研究者の 
積極的な応募を期待します。 

 
★ 本学が推進している男女共同参画及び女性研究者研究活動 

支援の観点から，女性研究者の積極的な応募を期待します。 
 

★「スーパーグローバル大学創成支援」事業推進の観点から， 
外国籍研究者の積極的な応募を期待します。 

 
３ 受賞者数   「連合駿台会学術賞」（若干名）・「連合駿台会学術奨励賞」

（３名以内） 
４ 審査対象   受賞資格者が２０１５年度から２０１７年度までに公表し 

た社会科学，人文科学及び自然科学の３分野における著書， 

論文，作品その他これらに類するもの一点及び一連の業績。 
（過去に応募された作品を除く。） 

５ 本賞及び副賞（１）「連合駿台会学術賞」   
本賞は賞状（学長名義），副賞は賞金５０万円（税込）

を上限とする。 
（２）「連合駿台会学術奨励賞」 

本賞は賞状（学長名義），副賞は賞金３０万円（税込）
を上限とする。 

６ 審査方法   連合駿台会学術賞・連合駿台会学術奨励賞選考委員会に 
おいて審査を行います。 

 



７ 提出書類    （１）推薦書 
（２）候補者の履歴書及び研究業績書 
（３）審査の対象となる作品（印刷された刊行物であること。

建築物等，やむを得ない理由により作品等を提出でき
ない場合は，これに代わる資料）６部 

     ※ 電子投稿した場合は，掲載リンク先を明記して 
ください。 

（４）作品の要旨６部。審査の対象となる作品が外国語によ
るものの場合には，日本語による作品概要，要旨を付
していただけますようお願い致します。 

（５）その他審査の参考となる資料（任意） 
※ 応募書類は不備のないように作成してください。不備のあるものについ
ては，審査対象外となることがあります。また，応募書類等は原則として
返却致しません。 

８ 応募締切日時 ２０１７年１０月６日（金）午後４時まで 

９ 提出場所  （１） 研究知財事務室 
（駿河台キャンパス グローバルフロント６階） 

（２） 研究知財事務室和泉分室 
（和泉キャンパス 研究棟１階） 

（３） 生田研究知財事務室 

（生田キャンパス 中央校舎２階） 

（４） 中野教育研究支援事務室［研究推進係］ 
（中野キャンパス 低層棟３階） 

（お願い）     上記提出書類の（１）及び（２）は所定の書式に記載して
ください。所定用紙は研究知財事務室，研究知財事務室和泉
分室，生田研究知財事務室及び中野教育研究支援事務室 

［研究推進係］に用意してあります。 

 
※  所定の書式をデータで希望される場合にはメールアドレス
「osri@mics.meiji.ac.jp」まで御請求ください。折り返し送信させていた
だきます。 

※ 詳細等については研究知財事務室までお問い合わせください。 

（電話）０３－３２９６－４２６８，４４７６ 

 
注：本賞は，連合駿台会の前身である茗水クラブの創設４０周年を記念して寄

付された指定寄付金をもとに募集を行っているものです。 

 

 

前回（第２３回・２０１６年度）の受賞者及び受賞作品 

連合駿台会学術賞（１名） 

１ 眞嶋亜有  国際日本学部 専任講師（人文科学分野） 

   対象作品 『「肌色」の憂鬱－近代日本の人種体験』 

 

連合駿台会学術奨励賞（２名） 

１ 金ゼンマ  国際日本学部 専任講師（社会科学分野） 

対象作品 『日本の通商政策転換の政治経済学：ＦＴＡ/ＴＰＰと国内政治』 

２ 五十嵐悠紀  総合数理学部 専任講師（自然科学分野） 

   対象作品 「クラフトを対象としたインタラクティブデザインに関する研究」 

 

以 上 


